














































  グループ・マインドマップに表現されていたキーワードは 1906 語で，実習の構成要素別にみるとキー
ワード数の多い順に「高齢者人権・尊厳」「リハビリテーション看護」「健康管理」「多職種との協働・連携」
であった．
　よく使われていたキーワード 53 語中，老年看護学実習の評価規準と合致したキーワードが 37 語で，

































　3 年課程看護専門学校の 3 年次で老年看護学実
習を受けた学生 35 名（マインドマップの作成・
























した学生 3 ～ 4 名，教員 1 名，臨地実習指導者 3











































用回数の多いもの 1 位から 7 位までを抜粋し，表
1 に示した．
　構成要素別に，1 位から 7 位までのキーワード
をみると，構成要素 1 の高齢者の人権・尊厳で
は，1 位が「生活」で 13 回，2 位が「その人らし
さ」11 回，3 位が「コミュニケーション」「その人」
が各 10 回で，4 位「かかわり」「価値観」「傾聴」「何」
が各 7回，5位「気持ち」「理解」が各 6回，6位「強み」
「生活史」「共感」「排泄」「考える」「安心」が各 5 回，
7 位「なぜ」「個別性」が各 4 回使われていた．
　構成要素 2 のリハビリテーション看護では，1
位「生活」で 15 回，2 位「安全」11 回，3 位「リ
ハビリ」9 回，4 位「排泄」8 回，5 位「ADL」6
回，6 位「食事」「援助」「コミュニケーション」「残
存機能」「見守る」「ケア」が各 5 回，7 位「考える」
「環境」が各 4 回であった．
　構成要素 3 の健康管理では，1 位「バイタルサ
イン」14 回，2 位「アセスメント」12 回，3 位「医




　構成要素 4 の多職種協働・連携では，1 位「連携」
12 回，2 位「医師」10 回，3 位「リハビリ」9 回，
4 位「情報」8 回，5 位「チーム」7 回，6 位「介




（全 1906 語の内，1 位～ 7 位まで抜粋した 53 語）
順位
構成要素 1 構成要素 2 構成要素 3 構成要素 4
高齢者の人権・尊厳 リハビリテーション看護 健康管理 多職種協働・連携
1 位 生活（13） 生活（15） バイタルサイン（14） 連携（12）
2 位 その人らしさ（11） 安全（11） アセスメント（12） 医師（10）
3 位 コミュニケーション・そ
の人：（10） リハビリ（9） 医療処置（9） リハビリ（9）
4 位 かかわり・価値観・傾聴・
何：（7） 排泄（8） 食事（7） 情報（8）













































生活 13 15 2 1 31
安全 1 11 3 1 16
食事 3 5 7 1 16
ケア 1 5 3 3 12
理解 6 1 1 1 9
安心 5 1 2 1 9
看護師 1 1 2 5 9
表 3　構成要素別にみた，キーワードにつづくことばの有無と内容

















食事（16） とれなくなっても 介助 介助・摂取量 形態
ケア（12） を考える プラン・へ して大丈夫か 統一・マネ
理解（9） しようと 度は？
安心（9） 感 感
看護師（9） かこむ に訴え 介助・の卵として・に
とって・＞医師
（　）内は，各キーワードが対象のマインドマップに表現された回数の合計
































































































































































2．実習の構成要素ごとに分類した 1 位から 7 位





















































８）Tony Buzan. Use your head：How to unleash the power 





Utilizing group-mind maps for practical conferences
－ Learning visualization in gerontological nursing practice －
Japanease Red Cross Kyoto Daini Scool of Nursing
Kazumi Soejima
Abstract
　We did a contents analysis to know how learning was expressed in the group-mind map which we 
made in conferences of gerontological nursing practice.
　The keywords in the group-mind map has 1906 words. In the order that there was much num-
ber of the keywords “Elderly human rights and dignity” “Rehabilitation nursing” “Health care” and
“Multi-occupation collaboration and cooperation”.
　The keywords in 53 words used well, the thing different from an evaluation standard of geronto-
logical nursing practice in the keywords that we were equal to with 37 was 16. 
　Also, it was 7 words common to all the components of the training.
　And the mind map was effective technique to the arranged oneʼs thought logically for students 
who was weak in telling others.
　Considered making use of the group-mind maps in gerontological nursing practice will help expe-
rience to visualized to deeper into the practical wisdom and judgment under clinical circumstances 
and acting together.
Key words：mind map, hooks, conference, visualization, gerontological nursing practice
